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 本研究報告は、環境異変が問題となっている有明海の漁場環境の再生、安定化についての定量化

に向けた検討結果であり、一般財団法人 九州環境管理協会に設けた有明研究会において、平成 13

年 8月から現在まで行ってきた自主研究の成果をまとめたものである。この研究報告書では、経年の

流入負荷量解析、数値モデルによる経年の栄養塩類等の物質収支解析、ノリ養殖環境における栄養

塩の競合と収支、二枚貝生産環境の定量的評価、流入水の海域到達挙動、高度な栄養塩管理のあり

方と二枚貝生産環境改善についての提言等を行った。 

 端的に言って有明海異変とは、二枚貝を中心とする豊かな漁業生産量の減少とノリ養殖生産量の増

加に伴う生産の不安定化である。そこでは、干潟面積の減少、底泥の細泥化、赤潮の増加、透明度の

増加、流れの減少、過剰生産、乱獲等々の要因が挙げられている。しかし、それらの諸現象について、

下からの積上げ（ボトムアップ方式）からだけでは、なかなか最終目的には至らない。問題の解決には

程遠しである。そこで我々は発想を変えて、問題解決には、ノリのことは先ずはノリに聞くといった問題

発生源を基点して関連分野の輪を広げていく垂直降下思考（トップダウン方式）により、可能な限り定

量化することを心がけた。 



 二枚貝の減少は有明海のみならず瀬戸内海等の西日本に共通した減少である。東京湾や三河湾等

の東日本では減少傾向は顕著ではない。こうした視点からの現象解明も必要であろう。ノリ養殖に関し

ては、有明海は単位海面積あたりの生産量は全国一であり、栄養塩の利用限界と栄養塩管理の重要

性を指摘したい。また二枚貝類については、生息環境や加入量と取上量とのバランスからのアブロー

チが必要である。 

 この研究はまだ道半ばではあるが、ノリ養殖については問題解決に向けてある程度の道筋は付けら

れたと考えている。この報告書が有明海の漁場環境の再生、安定化のために役立ては幸いである。な

お，研究会への参加メンバーは以下のとおりである。 

 この研究にあたり，基礎資料として，農水省，環境省，国交省，大学や沿岸各県の研究機関等から

の多大の資料を利用させて頂いた。ここに深く感謝致します。 

                             研究会代表 中西 弘 

有明研究会メンバー 
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